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研究成果の概要 

 

2022年度の研究は主に今後発展的研究を行なっていくための準備期間として位置付け、意思

決定と感染症疫学との融合研究を進めていく上での基盤となるような流行動態の理解を進めること

を目指した。特に、流行を形作る重要な要素として、大規模な接触パターン調査データの分析に

着手した。具体的には、飛沫感染を引き起こしうる Face to faceあるいは Skin to skinの接触に関

する調査データをもとに、接触数が人口中でどのように分布しているか、COVID-19流行中の各種

介入政策への応答、また各種共変数との関連性などを確認し、これらのパターンを統一的に説明

できるモデルの検討を進めている。さらに、2022年 5月以降世界各国で進行しているM痘（サル

痘）流行を受けて統括とも相談の上、研究計画の一部としてM痘およびより一般の性感染症の流

行動態に関する研究も追加することとし、研究を開始している。現時点までの成果として、流行開

始時にはMSM（男性同性接触者）人口の中で急速に拡大した流行が比較的小規模で早期に収

束するという現象が各国でみられたことについて理論的説明を与える研究 1)や、日本での流行開

始の兆しを最初期に捉えてアジアへの拡大に備えることを呼びかけるレター2)などを執筆、プレプリ

ントとして公開した。これらは近日中に国際誌に掲載される見込みである。 
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